
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平

成

二

十

六

年

四

月

十

日

参

議

院

内

閣

委

員

会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

一

職
員
の
公
募
に
つ
い
て
、
実
施
状
況
を
検
証
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
幹
部
職
員
の
公
募
を
実
施

す
る
こ
と
等
必
要
な
推
進
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

二

自
律
的
労
使
関
係
制
度
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
制
度
改
革
基
本
法
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
民
の
理
解
を
得
た

上
で
、
職
員
団
体
と
所
要
の
意
見
交
換
を
行
い
つ
つ
、
合
意
形
成
に
努
め
る
こ
と
。

三

内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
及
び
大
臣
補
佐
官
に
つ
い
て
、
そ
の
運
用
状
況
を
踏
ま
え
、
増
員
の
要
否
及
び
内
閣
総
理
大
臣
や

大
臣
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

四

国
家
公
務
員
法
に
定
め
る
再
就
職
規
制
に
つ
い
て
、
再
就
職
等
監
視
委
員
会
の
監
視
を
含
む
運
用
状
況
を
見
つ
つ
、
あ
っ

せ
ん
規
制
に
対
す
る
刑
事
罰
の
対
象
の
拡
大
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

五

幹
部
候
補
育
成
課
程
に
つ
い
て
、
専
門
性
を
高
め
る
な
ど
、
そ
の
運
用
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
主
体
的
か
つ
中
心

的
な
役
割
を
積
極
的
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
基
準
に
お
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

六

公
務
外
か
ら
の
幹
部
職
員
へ
の
任
用
に
当
た
っ
て
は
、
第
三
者
の
意
見
の
聴
取
な
ど
公
正
な
適
格
性
審
査
の
仕
組
み
を
検

討
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


